




















した“マインドフルネス作業療法（Mindfulness-Based Occupational Therapy, MBOT）”を
開発した．研究者が行ったMBOTの介入研究では，MBOTは治療継続率を高め，衝動行為の頻
度や内容のシビアさに対して一般に行われているマインドフルネス・スキルトレーニング






































   【研究3】 
   1.目的 




   2.方法 
対象者8名をMBOT，MST，OTの順番を変えた3群に分け，それぞれ7分間取り組みその際
の前頭前皮質の脳血流量をダイナセンス社製の携帯型赤外線組織酸素モニター装置（Pocket 
NIRS）で測定した．解析は，要約統計量を求め，線形混合モデル（Linear Mixed Model, LMM）
による一元配置分散分析を用いて行った． 





   【総合考察】 
 研究1から，MBOTで対象者は3つのフェーズに存在する対立する要素にジレンマを抱えつつ
変化を通して改善し，最終到達点は症状の改善ではなく，生き方の更新という実存的テーマで
あることが分かった．研究2では，すべての変化量の95%信用区間が0をまたいでおり，MBOT
が統制感と自尊心に肯定的な変化を起こすという仮説が90%以上の確率で正しかった．これは，
研究1で示された対象者の主観的体験がポジティブな要素とネガティブな要素に揺れながら変
化し，生き方の更新に至るという結果を支持すると考えられた．また，研究3から，MBOTは
前頭前皮質を賦活することが分かった．前頭前皮質は，情動に関連する扁桃体や前帯状皮質の
興奮を抑制するため，この感情のコントロールのメカニズムを統制感として患者は主観的に体
験している可能性が考えられた．これらは，臨床でMBOTを行う際の指針になると考えられる． 
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